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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 電 子 機 器 に 設 け ら れ 、 か つ 電 子 機 器 の ハ ウ ジ ン グ 内 に 配 さ れ た 電 子 部
品 か ら 発 せ ら れ る 熱 を ハ ウ ジ ン グ 外 に 放 熱 す る 放 熱 装 置 で あ っ て 、
　 ハ ウ ジ ン グ 内 に 配 置 さ れ か つ ヒ ー ト パ イ プ 部 が 設 け ら れ た 水 平 状 金 属 基 板 を 備 え て お り
、 ハ ウ ジ ン グ の 周 壁 に お け る 互 い に 対 向 す る 部 分 に そ れ ぞ れ 空 気 流 通 口 が 形 成 さ れ 、 ハ ウ
ジ ン グ 内 に 、 一 方 の 空 気 流 通 口 か ら ハ ウ ジ ン グ 外 の 空 気 を 吸 入 す る と と も に 他 方 の 空 気 流
通 口 か ら ハ ウ ジ ン グ 内 の 空 気 を 吐 出 す る フ ァ ン が 配 置 さ れ て い る 電 子 機 器 用 放 熱 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 金 属 基 板 の ヒ ー ト パ イ プ 部 が 設 け ら れ て い な い 部 分 に 、 貫 通 孔 が 形 成
さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 電 子 機 器 用 放 熱 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 金 属 基 板 に 放 熱 フ ィ ン が 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 電 子
機 器 用 放 熱 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 金 属 基 板 の ヒ ー ト パ イ プ 部 が 設 け ら れ て い な い 部 分 が 切 り 起 こ さ れ て
放 熱 フ ィ ン お よ び 貫 通 孔 が 形 成 さ れ て い る 請 求 項 ３ 記 載 の 電 子 機 器 用 放 熱 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　

　 　 【 請 求 項 ６ 】 　

　 　 【 請 求 項 ７ 】 　

　 　 【 請 求 項 ８ 】 　

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ １ 】
　 　 【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】

金 属 基 板 の ヒ ー ト パ イ プ 部 が 、 上 下 ２ 枚 の ア ル ミ ニ ウ ム 板 間 に 所 要 パ
タ ー ン の 突 出 状 中 空 状 作 動 液 封 入 部 が 形 成 さ れ る と と も に 作 動 液 封 入 部 内 へ の 作 動 液 の 封
入 に よ り 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ ～ ４ の う ち の い ず れ か に 記 載 の 電 子 機 器 用 放 熱 装 置 。

請 求 項 １ ～ ５ の う ち の い ず れ か に 記 載 さ れ た 電 子 機 器 用 放 熱 装 置 を 備
え た 電 子 機 器 。

請 求 項 １ ～ ５ の う ち の い ず れ か に 記 載 さ れ た 電 子 機 器 用 放 熱 装 置 を 備
え た 携 帯 型 電 子 機 器 。

キ ー ボ ー ド を 有 す る 薄 型 の ハ ウ ジ ン グ と 、 ハ ウ ジ ン グ に 対 し て 開 閉 自
在 に 設 け ら れ た デ ィ ス プ レ イ 装 置 と 、 ハ ウ ジ ン グ 内 に 配 置 さ れ た サ ー キ ッ ト ボ ー ド と を 備
え 、 ハ ウ ジ ン グ 内 の キ ー ボ ー ド と サ ー キ ッ ト ボ ー ド と の 間 の 部 分 に 、 請 求 項 １ ～ ５ の う ち
の い ず れ か に 記 載 さ れ た 電 子 機 器 用 放 熱 装 置 が 配 置 さ れ て い る ノ ー ト ブ ッ ク 型 パ ー ソ ナ ル
コ ン ピ ュ ー タ 。



　 こ の 発 明 は 電 子 機 器 、 特 に 好 ま し く は 携 帯 型 電 子 機 器 に 用 い ら れ 、 か つ 電 子 機 器 の ハ ウ
ジ ン グ 内 に 配 さ れ た 電 子 部 品 か ら 発 せ ら れ る 熱 を ハ ウ ジ ン グ 外 に 放 熱 す る 放 熱 装 置 に 関 す
る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ２ 】
　 　 【 従 来 の 技 術 】
　 た と え ば 、 ノ ー ト ブ ッ ク 型 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 、 ラ ッ プ ト ッ プ 型 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ
ュ ー タ ま た は そ の 他 の 携 帯 型 コ ン ピ ュ ー タ デ バ イ ス 等 の 携 帯 型 電 子 機 器 に お い て は 、 そ の
構 成 要 素 で あ る 中 央 演 算 処 理 装 置 （ Ｃ Ｐ Ｕ ） の よ う な 電 子 部 品 か ら 発 せ ら れ る 熱 を ハ ウ ジ
ン グ の 外 部 に 放 熱 す る 必 要 が あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ３ 】
　 た と え ば 、 ノ ー ト ブ ッ ク 型 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ は 、 一 般 的 に 、 キ ー ボ ー ド を 有 す る
薄 型 の ハ ウ ジ ン グ と 、 ハ ウ ジ ン グ に 対 し て 開 閉 自 在 に 設 け ら れ た デ ィ ス プ レ イ 装 置 と を 備
え て い る 。 ハ ウ ジ ン グ 内 に は 、 サ ー キ ッ ト ボ ー ド と 、 サ ー キ ッ ト ボ ー ド に 搭 載 さ れ た Ｃ Ｐ
Ｕ と を 備 え て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 述 し た ノ ー ト ブ ッ ク 型 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ の Ｃ Ｐ Ｕ か ら の 放 熱 装 置 と し て 、 本 出
願 人 は 、 先 に 、 互 い に 圧 着 さ れ た ２ 枚 の 金 属 板 で 形 成 さ れ 、 か つ 両 金 属 板 間 に 所 要 パ タ ー
ン の 中 空 状 作 動 液 封 入 部 が 形 成 さ れ る と と も に 作 動 液 封 入 部 内 へ の 作 動 液 の 封 入 に よ り ヒ
ー ト パ イ プ 部 が 設 け ら れ て い る 水 平 状 金 属 基 板 が ハ ウ ジ ン グ 内 に 配 置 さ れ 、 ヒ ー ト パ イ プ
部 が 電 子 部 品 か ら 発 せ ら れ る 熱 を 受 け る 受 熱 部 を 備 え て い る 装 置 を 提 案 し た （ 特 開 平 １ ０
－ １ ２ ２ ７ ７ ４ 号 公 報 参 照 ） 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う な 放 熱 装 置 で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ 等 の 発 熱 電 子 部 品 が 金 属 基 板 の ヒ ー ト パ イ プ 部 の 受 熱
部 に 接 触 さ せ ら れ る よ う に な っ て い る 。 発 熱 電 子 部 品 か ら 発 せ ら れ た 熱 は ヒ ー ト パ イ プ 部
の 受 熱 部 に 伝 わ り 、 こ の 熱 に よ り ヒ ー ト パ イ プ 部 の 受 熱 部 に 溜 ま っ て い た 作 動 液 が 加 熱 さ
れ て 蒸 発 し 、 発 生 し た ガ ス 状 作 動 液 が ヒ ー ト パ イ プ 部 内 を 受 熱 部 か ら 遠 ざ か る よ う に 流 れ
、 金 属 基 板 を 介 し て ハ ウ ジ ン グ 内 の 空 気 に 放 熱 す る 。 そ し て 、 ハ ウ ジ ン グ 内 の 加 熱 さ れ た
空 気 の 有 す る 熱 は 、 キ ー ボ ー ド を 介 し て ハ ウ ジ ン グ 外 に 放 熱 さ れ る よ う に な っ て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ６ 】
　 　 【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
　 と こ ろ で 、 携 帯 型 電 子 機 器 の 分 野 で は 、 最 近 、 多 機 能 化 や 処 理 速 度 の 高 速 化 が 著 し く 、
そ の 結 果 Ｃ Ｐ Ｕ 等 の 発 熱 電 子 部 品 の 出 力 が 増 大 し 、 発 熱 量 が 著 し く 増 加 し て い る 。 そ の た
め 、 上 述 し た 従 来 の 放 熱 装 置 で は 、 ハ ウ ジ ン グ 外 部 へ の 放 熱 性 能 が 十 分 で は な く な っ て き
て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 発 明 の 目 的 は 、 上 記 問 題 を 解 決 し 、 従 来 の 放 熱 装 置 に 比 べ て ハ ウ ジ ン グ 外 部 へ の 放
熱 性 能 が 一 層 優 れ た 電 子 機 器 用 放 熱 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ８ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 と 発 明 の 効 果 】
　 請 求 項 １ の 発 明 に よ る 電 子 機 器 用 放 熱 装 置 は 、 電 子 機 器 に 設 け ら れ 、 か つ 電 子 機 器 の ハ
ウ ジ ン グ 内 に 配 さ れ た 電 子 部 品 か ら 発 せ ら れ る 熱 を ハ ウ ジ ン グ 外 に 放 熱 す る 放 熱 装 置 で あ
っ て 、 ハ ウ ジ ン グ 内 に 配 置 さ れ か つ ヒ ー ト パ イ プ 部 が 設 け ら れ た 水 平 状 金 属 基 板 を 備 え て
お り 、 ハ ウ ジ ン グ の 周 壁 に お け る 互 い に 対 向 す る 部 分 に そ れ ぞ れ 空 気 流 通 口 が 形 成 さ れ 、
ハ ウ ジ ン グ 内 に 、 一 方 の 空 気 流 通 口 か ら ハ ウ ジ ン グ 外 の 空 気 を 吸 入 す る と と も に 他 方 の 空
気 流 通 口 か ら ハ ウ ジ ン グ 内 の 空 気 を 吐 出 す る フ ァ ン が 配 置 さ れ て い る も の で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 に よ る 電 子 機 器 用 放 熱 装 置 に お い て 、 Ｃ Ｐ Ｕ 等 の 発 熱 電 子 部 品 は 金 属 基
板 の ヒ ー ト パ イ プ 部 に 接 触 さ せ ら れ る 。 発 熱 電 子 部 品 か ら 発 せ ら れ る 熱 は 、 ヒ ー ト パ イ プ
部 に 伝 わ り 、 こ の 熱 に よ り ヒ ー ト パ イ プ 部 の 発 熱 電 子 部 品 が 接 触 さ せ ら れ て い る 受 熱 部 に
溜 ま っ て い た 作 動 液 が 加 熱 さ れ て 蒸 発 し 、 発 生 し た ガ ス 状 作 動 液 が ヒ ー ト パ イ プ 部 内 を 受
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熱 部 か ら 遠 ざ か る よ う に 流 れ 、 金 属 基 板 を 介 し て ハ ウ ジ ン グ 内 の 空 気 に 放 熱 し て 再 液 化 す
る 。 そ し て 、 フ ァ ン を 作 動 さ せ る と 、 ハ ウ ジ ン グ 外 の 低 温 の 空 気 が 一 方 の 空 気 流 通 口 か ら
ハ ウ ジ ン グ 内 に 入 っ て 金 属 基 板 の 表 面 に 沿 っ て 流 れ 、 金 属 基 板 か ら 放 熱 さ れ た 熱 に よ り 加
熱 さ れ た 空 気 が 他 方 の 空 気 流 通 口 か ら ハ ウ ジ ン グ 外 に 吐 出 さ れ る の で 、 金 属 基 板 か ら 効 率
良 く 放 熱 さ れ る 。 再 液 化 し た 作 動 液 は 受 熱 部 に 戻 る 。 ヒ ー ト パ イ プ 部 の 受 熱 部 を 除 く 部 分
に も と も と 溜 ま っ て い た 作 動 液 は 、 受 熱 部 に 流 れ る 。 こ の よ う な 動 作 を 繰 返 し 、 電 子 部 品
か ら 発 せ ら れ る 熱 が 放 熱 さ れ る 。 し た が っ て 、 上 述 し た ハ ウ ジ ン グ 内 の 空 気 に だ け 放 熱 し
、 さ ら に キ ー ボ ー ド を 介 し て ハ ウ ジ ン グ 外 に 放 熱 す る 従 来 の 放 熱 装 置 に 比 べ て 、 放 熱 性 能
が 向 上 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 に よ る 電 子 機 器 用 放 熱 装 置 は 、 請 求 項 １ の 発 明 に お い て 、 金 属 基 板 の ヒ
ー ト パ イ プ 部 が 設 け ら れ て い な い 部 分 に 、 貫 通 孔 が 形 成 さ れ て い る も の で あ る 。 こ の 場 合
、 フ ァ ン に よ り ハ ウ ジ ン グ 内 を 流 れ る 空 気 が 、 貫 通 孔 を 通 っ て 金 属 基 板 の 上 下 両 面 に 沿 っ
て 流 れ る よ う に な り 、 放 熱 性 能 が 一 層 向 上 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 に よ る 電 子 機 器 用 放 熱 装 置 は 、 請 求 項 １ ま た は ２ の 発 明 に お い て 、 金 属
基 板 に 放 熱 フ ィ ン が 設 け ら れ て い る も の で あ る 。 こ の 場 合 、 ハ ウ ジ ン グ 内 を 流 れ る 空 気 へ
の 伝 熱 面 積 が 増 大 し 、 放 熱 性 能 が 一 層 向 上 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ４ の 発 明 に よ る 電 子 機 器 用 放 熱 装 置 は 、 請 求 項 ３ の 発 明 に お い て 、 金 属 基 板 の ヒ
ー ト パ イ プ 部 が 設 け ら れ て い な い 部 分 が 切 り 起 こ さ れ て 放 熱 フ ィ ン お よ び 貫 通 孔 が 形 成 さ
れ て い る 。 こ の 場 合 、 放 熱 フ ィ ン お よ び 貫 通 孔 を 同 時 に 形 成 す る こ と が で き 、 作 業 が 簡 単
に な る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ３ 】
　

　

　

　

　 　 　 【 ０ ０ １ ４ 】
　 　 【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
　 以 下 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 な お 、 以 下 の 説 明 に お い て
、 図 ２ の 左 右 を 左 右 と い い 、 同 図 の 下 側 を 前 、 こ れ と 反 対 側 を 後 と い う も の と す る 。 ま た
、 以 下 の 説 明 に お い て 、 「 ア ル ミ ニ ウ ム 」 と い う 語 に は 、 純 ア ル ミ ニ ウ ム の 他 に ア ル ミ ニ
ウ ム 合 金 を 含 む も の と す る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ ～ 図 ３ は こ の 発 明 に よ る 放 熱 装 置 を 備 え た ノ ー ト ブ ッ ク 型 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ
の 全 体 構 成 を 示 し 、 図 ４ は そ の 一 部 を 拡 大 し て 示 す 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ ～ 図 ３ に お い て 、 ノ ー ト ブ ッ ク 型 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ (1)は 、 キ ー ボ ー ド (2)を
有 す る 薄 型 の ハ ウ ジ ン グ (3)と 、 ハ ウ ジ ン グ (3)に 対 し て 開 閉 自 在 に 設 け ら れ た デ ィ ス プ レ
イ 装 置 (4)と を 備 え て い る 。 そ し て 、 ハ ウ ジ ン グ (3)内 に Ｃ Ｐ Ｕ (5)を 搭 載 し た サ ー キ ッ ト
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請 求 項 ５ の 発 明 に よ る 電 子 機 器 用 放 熱 装 置 は 、 請 求 項 １ ～ ４ の う ち の い ず れ か の 発 明 に
お い て 、 金 属 基 板 の ヒ ー ト パ イ プ 部 が 、 上 下 ２ 枚 の ア ル ミ ニ ウ ム 板 間 に 所 要 パ タ ー ン の 突
出 状 中 空 状 作 動 液 封 入 部 が 形 成 さ れ る と と も に 作 動 液 封 入 部 内 へ の 作 動 液 の 封 入 に よ り 設
け ら れ て い る も の で あ る 。

請 求 項 ６ の 発 明 に よ る 電 子 機 器 は 、 請 求 項 １ ～ ５ の う ち の い ず れ か に 記 載 さ れ た 電 子 機
器 用 放 熱 装 置 を 備 え た も の で あ る 。

請 求 項 ７ の 発 明 に よ る 携 帯 型 電 子 機 器 は 、 請 求 項 １ ～ ５ の う ち の い ず れ か に 記 載 さ れ た
電 子 機 器 用 放 熱 装 置 を 備 え た も の で あ る 。

請 求 項 ８ の 発 明 に よ る ノ ー ト ブ ッ ク 型 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ は 、 キ ー ボ ー ド を 有 す る
薄 型 の ハ ウ ジ ン グ と 、 ハ ウ ジ ン グ に 対 し て 開 閉 自 在 に 設 け ら れ た デ ィ ス プ レ イ 装 置 と 、 ハ
ウ ジ ン グ 内 に 配 置 さ れ た サ ー キ ッ ト ボ ー ド と を 備 え 、 ハ ウ ジ ン グ 内 の キ ー ボ ー ド と サ ー キ
ッ ト ボ ー ド と の 間 の 部 分 に 、 請 求 項 １ ～ ５ の う ち の い ず れ か に 記 載 さ れ た 電 子 機 器 用 放 熱
装 置 が 配 置 さ れ て い る も の で あ る 。



ボ ー ド (6)が 配 置 さ れ て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ７ 】
　 ハ ウ ジ ン グ (3)内 の キ ー ボ ー ド (2)と サ ー キ ッ ト ボ ー ド (6)と の 間 の 部 分 に 、 互 い に 圧 着
さ れ た 上 下 ２ 枚 の ア ル ミ ニ ウ ム 板 (7a)(7b)（ 図 ４ 参 照 ） で 形 成 さ れ 、 か つ ２ 枚 の ア ル ミ ニ
ウ ム 板 (7a)(7b)間 に 所 要 パ タ ー ン の 上 方 突 出 状 中 空 状 作 動 液 封 入 部 (8)が 形 成 さ れ る と と
も に 作 動 液 封 入 部 (8)内 へ の 作 動 液 （ 図 示 略 ） の 封 入 に よ り ヒ ー ト パ イ プ 部 (9)が 設 け ら れ
て い る 水 平 状 ア ル ミ ニ ウ ム 基 板 (7)が 配 置 さ れ て い る 。 ア ル ミ ニ ウ ム 基 板 (7)は 左 右 方 向 に
長 い 長 方 形 状 で あ り 、 そ の 大 き さ は キ ー ボ ー ド (2)の 大 き さ と ほ ぼ 等 し く な っ て い る 。 作
動 液 は 、 Ｐ Ｆ Ｃ 、 Ｈ Ｆ Ｃ １ ３ ４ ａ 、 Ｃ Ｆ Ｃ １ １ ３ 、 Ｈ Ｃ Ｆ Ｃ １ ２ ３ 等 か ら な る も の で あ り
、 こ れ が 作 動 液 封 入 部 (8)の 内 容 積 の ５ ～ ７ ５ ％ 、 好 ま し く は ４ ０ ～ ５ ０ ％ 程 度 封 入 さ れ
て い る 。 作 動 液 の 封 入 は 、 次 の よ う に し て 行 わ れ る 。 す な わ ち 、 作 動 液 の 封 入 前 の 作 動 液
封 入 部 (8)に 、 先 端 が ア ル ミ ニ ウ ム 基 板 (7)の 周 縁 に 至 る と と も に 周 縁 に 開 口 し た 部 分 を 設
け て お き 、 こ の 部 分 を 利 用 し て 作 動 液 の 注 入 を 行 い 、 作 動 液 の 注 入 後 に 、 上 記 部 分 に お け
る 上 側 ア ル ミ ニ ウ ム 板 (7a)を 圧 潰 し て 平 坦 に す る と と も に 下 側 ア ル ミ ニ ウ ム 板 (7b)に 圧 着
す る こ と に よ り 、 作 動 液 の 封 入 が 行 わ れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 側 の ア ル ミ ニ ウ ム 板 (7a)は 、 た と え ば JIS Ａ １ ２ ３ ０ で 形 成 さ れ 、 下 側 の ア ル ミ ニ ウ
ム 板 (7b)は 、 た と え ば JIS Ａ １ ２ ３ ０ に Ｚ ｒ を 添 加 し た 材 料 で 形 成 さ れ て い る 。 ア ル ミ ニ
ウ ム 基 板 (7)は 、 た と え ば 中 空 状 作 動 液 封 入 部 (8)か ら な る 複 雑 な 回 路 を 形 成 で き る 、 作 動
液 の 漏 れ が 生 じ な い 、 量 産 性 に 優 れ て い る 、 寸 法 形 状 の 自 由 度 が 大 き い な ど の 理 由 に よ っ
て 、 ２ 枚 の ア ル ミ ニ ウ ム 板 (7a)(7b)の 合 せ 面 の う ち の 少 な く と も い ず れ か 一 方 の 面 に 圧 着
防 止 剤 を 所 要 パ タ ー ン に 印 刷 し 、 こ の 状 態 で ２ 枚 の ア ル ミ ニ ウ ム 板 (7a)(7b)を 圧 着 し て 非
圧 着 部 を 有 す る 合 せ 板 を つ く り 、 合 せ 板 の 非 圧 着 部 に 流 体 圧 を 導 入 す る こ と に よ っ て 作 動
液 封 入 部 (8)を 一 挙 に 形 成 す る 、 い わ ゆ る ロ ー ル ボ ン ド 法 に よ っ て 製 造 さ れ て い る 。 圧 着
防 止 剤 と し て は 、 た と え ば １ μ ｍ 以 下 の コ ロ イ ド 状 グ ラ フ ァ イ ト を 主 成 分 と す る イ ン キ が
用 い ら れ る 。 し か し な が ら 、 ア ル ミ ニ ウ ム 基 板 (7)の 製 造 法 は こ れ に 限 ら れ る も の で は な
い 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ９ 】
　 ヒ ー ト パ イ プ 部 (9)は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 左 右 方 向 の 中 央 部 に 形 成 さ れ る と と も に 前
後 方 向 に 長 く か つ ア ル ミ ニ ウ ム 基 板 (7)の ほ ぼ 全 幅 の 長 さ を 有 す る 長 方 形 状 の 第 １ の 格 子
状 部 分 (10)と 、 左 端 部 の 後 側 縁 寄 り の 部 分 に 形 成 さ れ る と と も に 前 後 方 向 に 長 く か つ ア ル
ミ ニ ウ ム 基 板 (7)の ほ ぼ 半 分 の 長 さ を 有 す る 長 方 形 状 の 第 ２ の 格 子 状 部 分 (11)と 、 第 １ 格
子 状 部 分 (10)の 右 側 に 設 け ら れ か つ 両 端 が 第 １ 格 子 状 部 分 (10)に 連 な っ た 左 右 方 向 に 長 い
５ つ の 長 方 形 状 ル ー プ 状 部 分 (12)と 、 第 １ 格 子 状 部 分 (10)の 左 側 で か つ 第 ２ 格 子 状 部 分 (1
1)よ り も 前 側 に 設 け ら れ る と と も に 、 両 端 が 第 １ 格 子 状 部 分 (10)に 連 な っ た 左 右 方 向 に 長
い ２ つ の ル ー プ 状 部 分 (13)と 、 第 １ 格 子 状 部 分 (10)と 第 ２ 格 子 状 部 分 (11)と を 連 通 さ せ る
左 右 方 向 に 長 い ３ つ の 直 線 部 分 (14)と 、 第 ２ 格 子 状 部 分 (11)と ２ つ の ル ー プ 状 部 分 (13)の
う ち の 後 側 の ル ー プ 状 部 分 (13)を 連 通 さ せ る 前 後 方 向 に 長 い 短 尺 直 線 部 分 (15)と か ら な る
。 隣 り 合 う ル ー プ 状 部 分 (12)(13)ど う し は 左 右 方 向 に 伸 び る 直 線 部 分 を 共 有 し て お り 、 第
１ 格 子 状 部 分 (10)の 右 側 の ル ー プ 状 部 分 (12)を 全 て 合 わ せ た も の の 外 形 は 略 正 方 形 状 と な
っ て お り 、 第 １ 格 子 状 部 分 (10)の 左 側 の ル ー プ 状 部 分 (13)を 全 て 合 わ せ た も の の 外 形 は 長
方 形 状 と な っ て い る 。 そ し て 、 第 １ 格 子 状 部 分 (10)の 前 後 の 中 央 部 が 、 Ｃ Ｐ Ｕ (5)か ら 発
せ ら れ る 熱 を 受 け る 受 熱 部 (16)と な っ て い る 。 ヒ ー ト パ イ プ 部 (9)の 受 熱 部 (16)に お い て
、 ア ル ミ ニ ウ ム 基 板 (7)の 下 面 に 、 高 熱 伝 導 性 エ ラ ス ト マ ー （ 図 示 略 ） を 介 し て ア ル ミ ニ
ウ ム 板 (17)が 取 付 け ら れ て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ア ル ミ ニ ウ ム 基 板 (7)に お け る ヒ ー ト パ イ プ 部 (9)の 存 在 し な い 部 分 、 す な わ ち 左 右 の ル
ー プ 状 部 分 (12)(13)に 囲 ま れ た 部 分 、 お よ び 第 １ 格 子 状 部 分 (10)の 左 側 の 隣 り 合 う 直 線 部
分 (14)ど う し の 間 に 、 そ れ ぞ れ 左 右 方 向 に 伸 び る 貫 通 孔 (18)が 形 成 さ れ 、 貫 通 孔 (18)の 前
後 い ず れ か の 側 縁 に 左 右 方 向 に 伸 び る フ ィ ン (19)が 一 体 に 形 成 さ れ て い る （ 図 ４ 参 照 ） 。
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貫 通 孔 (18)お よ び フ ィ ン (19)は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 基 板 (7)に 切 り 起 こ し 加 工 を 施 す こ と に よ
り 同 時 に 形 成 さ れ て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ １ 】
　 ノ ー ト ブ ッ ク 型 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ (1)の ハ ウ ジ ン グ (3)の 左 右 両 側 壁 (3a)(3b)の 前
後 方 向 の 中 央 部 に 、 そ れ ぞ れ 空 気 流 通 口 (20)(21)が 相 互 に 対 向 す る よ う に 形 成 さ れ て い る
。 ま た 、 ア ル ミ ニ ウ ム 基 板 (7)の 左 端 部 の 下 面 に 、 回 転 軸 線 が 左 右 方 向 を 向 い た 軸 流 フ ァ
ン (22)が 配 置 さ れ て い る 。 軸 流 フ ァ ン (22)は 、 右 側 の 空 気 流 通 口 (21)か ら ハ ウ ジ ン グ (3)
外 の 空 気 を 吸 入 す る と と も に 、 か ら ハ ウ ジ ン グ (3)内 の 空 気 を 吐 出
す る た め の も の で あ る 。 右 側 の 空 気 流 通 口 (21)か ら ハ ウ ジ ン グ (3)外 の 空 気 を 吸 入 す る と
と も に 、 か ら ハ ウ ジ ン グ (3)内 の 空 気 を 吐 出 す る フ ァ ン と し て は 、
軸 流 フ ァ ン に 代 え て 、 他 の 形 式 の フ ァ ン を 用 い て も よ い 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 の ノ ー ト ブ ッ ク 型 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ (1)に お い て 、 サ ー キ ッ ト ボ ー ド (6)の 上
面 に 搭 載 さ れ た Ｃ Ｐ Ｕ (5)は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 基 板 (7)の 下 面 の ア ル ミ ニ ウ ム 板 (17)に 密 接 さ
せ ら れ て い る 。 Ｃ Ｐ Ｕ (5)か ら 発 せ ら れ る 熱 は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 板 (17)、 高 熱 伝 導 性 エ ラ ス
ト マ ー お よ び ア ル ミ ニ ウ ム 基 板 (7)の 下 側 ア ル ミ ニ ウ ム 板 (7b)を 介 し て ヒ ー ト パ イ プ 部 (9)
の 受 熱 部 (16)内 の 作 動 液 に 伝 わ り 、 こ の 熱 に よ り 加 熱 さ れ た 作 動 液 は 、 こ こ で 蒸 発 し 、 ガ
ス 状 作 動 液 と な る 。 ガ ス 状 作 動 液 は 、 ヒ ー ト パ イ プ 部 (9)内 を 受 熱 部 (16)か ら 遠 ざ か る よ
う に 流 れ 、 ア ル ミ ニ ウ ム 基 板 (7)お よ び 放 熱 フ ィ ン (19)を 介 し て ハ ウ ジ ン グ (3)内 の 空 気 に
放 熱 し 、 再 液 化 す る 。 再 液 化 し た 作 動 液 は 、 ヒ ー ト パ イ プ 部 (9)を 循 環 し 、 ま た は 逆 流 し
て 受 熱 部 (16)に 戻 る 。 ま た 、 も と も と ヒ ー ト パ イ プ 部 (9)の 受 熱 部 (16)を 除 い た 部 分 に 溜
ま っ て い た 作 動 液 は 、 受 熱 部 (16)に 流 れ る 。 こ の よ う な 動 作 を 繰 返 す こ と に よ っ て 、 Ｃ Ｐ
Ｕ (5)か ら 発 せ ら れ た 熱 が ハ ウ ジ ン グ (3)内 の 空 気 に 放 熱 さ れ る 。 こ の と き 、 フ ァ ン (22)を
作 動 さ せ て お く と 、 ハ ウ ジ ン グ (3)外 の 低 温 の 空 気 が 右 側 の 空 気 流 通 口 (21)か ら ハ ウ ジ ン
グ (3)内 に 入 り 、 貫 通 孔 (18)を 通 っ て ア ル ミ ニ ウ ム 基 板 (7)の 上 下 両 面 に 沿 っ て 流 れ 、 ア ル
ミ ニ ウ ム 基 板 (7)お よ び フ ィ ン (19)か ら 放 熱 さ れ た 熱 に よ り 加 熱 さ れ た 空 気 が 左 側 の 空 気
流 通 口 (20)か ら ハ ウ ジ ン グ (3)外 に 吐 出 さ れ る の で 、 放 熱 性 能 が 優 れ た も の に な る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 基 板 (7)の ヒ ー ト パ イ プ 部 (9)は 、 上 下 ２ 枚 の ア
ル ミ ニ ウ ム 板 (7a)(7b)間 に 所 要 パ タ ー ン の 上 方 突 出 状 中 空 状 作 動 液 封 入 部 (8)が 形 成 さ れ
る と と も に 作 動 液 封 入 部 (8)内 へ の 作 動 液 （ 図 示 略 ） の 封 入 に よ り 設 け ら れ て い る が 、 こ
れ に 限 る も の で は な く 、 ア ル ミ ニ ウ ム 基 板 に 、 こ れ と は 別 個 に 形 成 さ れ た ヒ ー ト パ イ プ を
接 合 す る こ と に よ り 設 け て お い て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
　 　 【 図 １ 】
　 こ の 発 明 に よ る 放 熱 装 置 を 備 え た ノ ー ト ブ ッ ク 型 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ を 示 す 斜 視 図
で あ る 。
　 　 【 図 ２ 】
　 こ の 発 明 に よ る 放 熱 装 置 を 備 え た ノ ー ト ブ ッ ク 型 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ を 示 す 水 平 断
面 図 で あ る 。
　 　 【 図 ３ 】
　 図 ２ の III－ III線 断 面 図 で あ る 。
　 　 【 図 ４ 】
　 図 ２ の IV－ IV線 拡 大 断 面 図 で あ る 。
　 　 【 符 号 の 説 明 】
(1)： ノ ー ト ブ ッ ク 型 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ （ 電 子 機 器 ）
(3)： ハ ウ ジ ン グ
(3a)： 左 側 壁
(3b)： 右 側 壁
(5)： Ｃ Ｐ Ｕ （ 電 子 部 品 ）
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左 側 の 空 気 流 通 口 (20)

左 側 の 空 気 流 通 口 (20)



(7)： ア ル ミ ニ ウ ム 基 板 （ 金 属 基 板 ）
(9)： ヒ ー ト パ イ プ 部
(18)： 貫 通 孔
(19)： 放 熱 フ ィ ン
(20)(21)： 空 気 流 通 口
(22)： フ ァ ン 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
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